
防
災
力
を
高
め
る
た
め
に

自
分
の
命
は
自
分
で
守
る（
自
助
）

　
災
害
が
発
生
し
た
と
き
に
的
確
な

行
動
が
取
れ
る
よ
う
、
地
域
や
職
場

な
ど
の
防
災
訓
練
に
積
極
的
に
参
加

し
て
防
災
行
動
力
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

助
け
合
い
で
地
域
を
守
る（
共
助
）

　
災
害
発
生
時
は
、
地
域
の
人
た
ち

が
互
い
に
協
力
し
て
助
け
合
い
、
被

害
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
障
が
い
の
あ
る
人
や
要
介
護

認
定
を
受
け
た
人
、
高
齢
者
な
ど
、

災
害
時
に
配
慮
を
必
要
と
す
る
人
を

区
や
自
治
会
、
事
業
所
な
ど
が
協
力

し
て
気
遣
う
な
ど
、
普
段
か
ら
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
、
い
ざ

と
い
う
と
き
に
は
支
援
し
ま
し
ょ
う
。

災
害
発
生
時
の
心
得

む
や
み
に
移
動
し
な
い

◦�

身
の
安
全
を
確
保
し
、
職
場
や
集

客
施
設
な
ど
、
安
全
な
場
所
に
と

ど
ま
る

◦�

災
害
用
伝
言
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
、

家
族
の
安
否
な
ど
を
確
か
め
る

◦�

交
通
情
報
や
被
害
情
報
な
ど
を
入

手
す
る

日
ご
ろ
か
ら
準
備
を
す
る

◦
携
帯
ラ
ジ
オ
や
地
図
を
持
ち
歩
く

◦�

飲
料
水
や
食
料
、ス
ニ
ー
カ
ー
、
懐

中
電
灯
、
手
袋
な
ど
の
非
常
持
ち

出
し
品
を
、
最
低
３
日
程
度
の
避

難
生
活
に
必
要
な
量
で
用
意
す
る

◦�

家
族
と
安
否
確
認
の
方
法
、
集
合

場
所
、
帰
宅
経
路
の
状
況
を
確
認

し
て
お
く

警
戒
レ
ベ
ル
の
意
味
を
正
し
く
理
解

　
風
水
害
の
危
険
が
迫
っ
て
き
た
と

き
に
は
、
危
険
度
に
応
じ
た
「
警
戒

レ
ベ
ル
」
に
よ
る
避
難
情
報
が
発
令

さ
れ
ま
す
。
避
難
情
報
は
テ
レ
ビ
、

防
災
行
政
無
線
、
防
災
メ
ー
ル
、
市

公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　
市
で
は
、
土
砂
災
害
・
津
波
・
洪

水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
て
い

ま
す
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
自
宅
の

安
全
性
を
確
認
し
、
自
宅
以
外
に
避

難
す
べ
き
か
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

自
主
防
災
組
織
の
活
動
を
支
援

　
「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち

で
守
る
」
な
ど
、
地
域
の
自
衛
意
識

と
連
帯
感
で
結
成
さ
れ
た
組
織
を
自

主
防
災
組
織
と
呼
び
ま
す
。
市
で
は
、

災
害
発
生
時
に
重
要
な
役
割
を
担
う

自
主
防
災
組
織
の
結
成
と
活
動
に
、

補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

対
象
事
業

防
災
訓
練
や
研
修
会
の
実
施
、

防
災
リ
ー
ダ
ー
な
ど
の
人
材
育
成

補
助
額
／
事
業
に
要
し
た
費
用
の
３

分
の
２
に
相
当
す
る
額（
千
円
未
満

切
り
捨
て
）で
10
万
円
ま
で

防
災
用
資
機
材
な
ど
の
購
入

補
助
額
／
自
主
防
災
組
織
の
設
立
時

に
購
入
す
る
場
合
は
、
費
用
の
全
額

（
千
円
未
満
切
り
捨
て
）で
20
万
円
ま

で申
請
方
法

　
総
務
課
に
あ
る
申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
必
要
書
類
を
添
え
て

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
地
域
安
全
班☎

62
‐
5
3
1
1

９
月
１
日
は
関
東
大
震
災
が
発
生
し
た
日
で
あ
り
、

地
震
や
台
風
な
ど
の
災
害
に
つ
い
て
認
識
を
深
め
、

備
え
を
強
化
す
る「
防
災
の
日
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
一
人
一
人
が
防
災
対
策
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

防
災
意
識
を
高
め
、備
え
を
強
化
し
よ
う

警戒
レベル 状　況 住民が取るべき行動 行動を促す情報

５ 災害発生
または切迫 命の危険　直ちに安全確保 緊急安全確保

警戒レベル４までに必ず避難

４ 災害の
恐れ高い 危険な場所から全員避難 避難指示

３ 災害の
恐れあり 危険な場所から高齢者などは避難 高齢者等避難

２ 気象状況悪化 自らの避難行動を確認 大雨・洪水・高潮注意報
（気象庁）

１ 今後気象状況
悪化の恐れ 災害への心構えを高める 早期注意情報

（気象庁）

津波の恐ろしさ
　津波による浸水が30㎝でも、人
は流される恐れがあります。１m
（100cm）を超えたときの死亡率は、
ほぼ100％といわれています。

津波が見える前に、素早く避難
　沿岸部などで強い揺れや長い揺
れを感じたときや、警報が出た場
合には、海から離れて高台や高い
建物に避難してください。

津波は何度もやって来る
　第二波、第三波に警戒しましょ
う。第一波よりも高いこともあり
ます。警報などが解除されるまで
安全な場所にとどまりましょう。

津波にも備えよう

旭市公式ＬＩＮＥ

30cm
歩くことが困難になる

浸
水
の
深
さ
▼

身長140cmの
子ども

～50cm
車などが浮き始める

～70cm
健康な大人でも流される

～100cm
死亡する確率が高まる

９
月
１
日
は
「
防
災
の
日
」

防災メールの
登録

旭市ハザード
マップ
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